
地 域 開 催 日時 会　場 申込期限等

中 濃 10月10日(木) 岐阜県 講　演 9月30日(月)

13：30～ 中濃総合庁舎 　　　　主任研究員　濱田　健司氏

16:30 大会議室 　　「農福連携の今　今後の広がり」

※障害者の就農に関する調査研究とそれを広めるため

美濃市生櫛

1612-2 事例報告 「参加人数」

　　　　営農課長　武藤　保　氏 ８０人程度

「『円空さといも』でつながる農福連携」

終了しました

意見交換会

10月15日(火) 岐阜県 講　演 10月8日(火)

13：30～ 下呂総合庁舎

16:00 5-1会議室

「参加人数」

３０人程度

下呂市萩原町 事例報告

羽根2605-1

終了しました

意見交換会

11月5日(火) 岐阜県 講　演 10月29日(月)

13：30～ 恵那総合庁舎

16:00 大会議室

「参加人数」

恵那市長島町 １００人程度

正家後田

1067-71 事例報告

＊志津　健氏(栗園)

　　管理者・サービス管理責任者　纐纈　幸子氏　

意見交換会

＊ＪＡめぐみの 　中濃営農経済センター 

＊ＪＡ共済総合研究所

※岐阜大学農場での農福連携の実践的研究など農業

「いままでの農福連携　これからの農福連携」

※農作業受委託の事例を委託者であるトマト農園、

《別添》　　　　　　農福連携推進地域研修会(予定表)                    　　　　　　

内　　　　　　　容

下 呂 *岐阜大学応用生物科学部

＊株式会社ＤＡＩそれいゆ　

恵 那 *岐阜大学応用生物科学部

＊鷹見 豪 氏（トマト農園)　　　

　／株式会社ライクサポート

造)・販売。円空さといもの調整作業などを受託するなど

栗農園及び作業受託者の障がい者施設の双方から報告。

＊Ａ型及びＢ型事業所。にんにく、さつまいも等の生産

精力的に農福連携に取組む。販売会にも積極的に参加。

　　　教授　大場　伸哉　氏

「農福連携の可能性と課題」

※岐阜大学農場での農福連携の実践的研究など農業

と福祉に関する調査・実践的研究の第一人者。

代表取締役　中島　望　氏

　と福祉に関する調査・実践的研究の第一人者。

きっかけを作ることによって、農作業の一部を障がい者

施設に委託する仲立ち役を務める。農家の人手不足を補

の意識啓発、助言、講演などの活動を行う。(一社)日本農福

連携協会顧問。農福連携研究の第一人者。

※特産の円空さといも農家と障がい者施設の出会いの

い、障がい者施設と農家の良い関係を築く。

黒にんにく製造、黒にんにくを利用したカレー(委託製

　　　教授　大場　伸哉　氏

「農福連携の可能性と課題」

農福連携推進研修会を兼ねる



地 域 開 催 日時 会　場 申込期限等内　　　　　　　容

飛 騨 11月13日(水) 岐阜県 事例報告 11月6日(水)

13：30～ 飛騨総合庁舎 　　　　　　営農課長　武藤　保　氏

16:00 中会議室 　　「『円空さといも』でつながる農福連携」

「参加人数」
高山市上岡本町 きっかけを作ることによって、農作業の一部を障がい者 ５０人程度

7-468

事例報告 ＊株式会社飛騨きのこの里　

　　　　代表取締役　中田　彰　氏

「きょうも元気に頑張ってます！

　　　　　　～株式会社飛騨高山きのこの里～

意見交換会

11月19日(火) 岐阜県

郡上総合庁舎

講　演 11月12日(火)

13：30～ 郡上総合庁舎

16:00 5南1及び２

会議室 「参加人数」

５０人程度

郡上市八幡町 事例報告

初音1727-2 　共働社　郡上八幡管理者　大坪　隆成　氏

「団子茶屋郡上八幡活動報告

　　～観光地という地域特性を活用した

　　　　　　　　　　　就労支援モデル～」

意見交換会

岐 阜 11月26日(火) 岐阜産業会館

(180分)

事例報告 11月15日(金)

5階第1会議室 　　　　代表取締役　新井　利昌　氏

13：30～ 「Social  Firm　農福一体の現場で未来をつくる」

　　　16：30 岐阜市六条南 ※ソーシャルファームとして、障がい者、触法者、難病 「参加人数」

2丁目11-1 ８０人程度

事例報告

　　　　代表取締役　田中　文子　氏

　「一緒、懸命。ひなたぼっこ園の想い」

意見交換会

　　　教授　大場　伸哉　氏

「農福連携の可能性と課題」

＊埼玉福興株式会社

＊株式会社ＴＦＦ　ひなたぼっこ園　

患者、ニートなどの就労困難者の働く場をつくる。

※A型事業所。菌床シイタケ、にんにく、野菜等を生産

郡 上

※Ａ型事業所。主にトマトの水耕栽培、シイタケ栽培、

野菜と果物の粉末加工。郡上産米でだんご茶屋運営。

*岐阜大学応用生物科学部

と福祉に関する調査・実践的研究の第一人者。

に従事。貴重な戦力になっている。

い障がい者施設と農家の良い関係を作る。

＊ＪＡめぐみの　中濃営農経済センター

＊社会福祉法人　ぶなの木福祉会　 　　　　

※岐阜大学農場での農福連携の実践的研究など農業

＊特別支援学校の企業実習がきっかけで障がい者１名を

採用。以来その職員はシイタケの収穫や管理作業に元気

※特産の円空さといも農家と障がい者施設の出会いの

施設に委託する仲立ち役を務める。農家の人手不足を補

にんにくは発酵させ黒にんにくに。マルシェにも積極的

に出展。

農福連携推進研修会を兼ねる



地 域 開 催 日時 会　場 申込期限等内　　　　　　　容

可 茂 11月29日(金) 岐阜県 講　演

13：30～ 可茂総合庁舎

16:00 大会議室

美濃加茂市 「参加人数」

古井町下古井 事例報告 ５０人程度

2610-1 　　　支援員　田口　いづみ　氏

　「笑顔がいっぱい！　地域もにぎやかに！」

に加工(委託)し、販売。

意見交換会

12月4日(水) 岐阜県 事例報告 11月27日(水)

西濃総合庁舎 　　　　支配人　高野　浩　氏

13：30～ 大会議室 「ともに成長し「夢をかなえる」

16:00 　　～ナブテスコリンク㈱は地域とともに～」 「参加人数」

５０人程度

大垣市江崎町 事例報告

422-3 　ごんのしま作業所　サービス管理責任者

　　　　　　　　森山　めぐみ　氏

「百姓には百の仕事がある　一人一芸をめざして　

　　　　　　～自然栽培パーティーとともに～」

意見交換会

12月13日(金) 岐阜県 講　演

13：30～ 揖斐総合庁舎

16:00 大会議室

「参加人数」

５０人程度

揖斐川町上南方 事例報告

1-1 　　代表取締役専務　高橋　邦彦　氏

「施設外就労を受け入れて

　　　～有限会社サポートいびの農福連携～」

意見交換会

し、農業と福祉の望ましい連携を育てている。

＊有限会社チェリッシュ企画　森の生活　

　と福祉に関する調査・実践的研究の第一人者。

揖 斐 *岐阜大学応用生物科学部

*有限会社　サポートいび　　　　　　　　　　　

＊社会福祉法人いぶき福祉会　

※岐阜大学農場での農福連携の実践的研究など農業

西 濃 ＊ナブテスコリンク株式会社

12月５日(金)

※Ｂ型事業所。ハーブや無農薬野菜、米、ブドウ作りを

通じて働く力をつけている。ブドウはワインやジュース

　　　教授　大場　伸哉　氏

「農福連携の可能性と課題」

※岐阜大学農場での農福連携の実践的研究など農業

11月22日(金)*岐阜大学応用生物科学部

※自然栽培でお茶、米などを生産。自然栽培は耕作放棄地の

復活、持続可能な栽培を継続できるよう取り組む。

２つの障がい者福祉事業所に農作業の一部を業務委託

※機械メーカー　ナブテスコ株式会社の特例子会社。いち

ご、トマト、ジャガイモ等の農産物の生産。ジョブコーチの

資格を持つ社員も支援にあたる。

　　　教授　大場　伸哉　氏

「農福連携の可能性と課題」

　と福祉に関する調査・実践的研究の第一人者。

※農作業請負、農地管理などを行うJAいびの関連会社。



地 域 開 催 日時 会　場 申込期限等内　　　　　　　容

12月17日(火) 岐阜県 講　演 12月10日(火)

13：30～ 東濃西部総合庁舎

16:00 ５南会議室

「参加人数」

多治見市上野町 事例報告 ３０人程度

5-68-1 　　　　代表取締役　中島　望　氏

「いままでの農福連携　これからの農福連携」

＊Ａ型及びＢ型事業所。にんにく、さつまいも等の生産

黒にんにく製造、黒にんにくを利用したカレーの製造

農福連携に取組む。販売会にも積極的に参加。

意見交換会

　　　教授　大場　伸哉　氏

「農福連携の可能性と課題」

販売。円空さといもの調整作業を受託するなど精力的に

東 濃 *岐阜大学応用生物科学部

＊株式会社ＤＡＩ　それいゆ　

※岐阜大学農場での農福連携の実践的研究など農業

　と福祉に関する調査・実践的研究の第一人者。


